
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
梅
辻
春
樵
　
希ま

れ
お
と聲

　
撰
「
前
浜
新
田
開
発
の
由
緒
」（
掛
軸
部
分
）

　
平
等
寺
所
蔵
　
　
　
　
齋
藤
倭
助
没
後
に
称
名
寺
二
十
八
世
聲
阿
が
依
頼
し
た

　
前
浜
の
平び

ょ
う
ど
う
じ

等
寺
は
、
前
浜
新
田
開
発
の

功
労
者
と
し
て
領
主
に
も
認
め
ら
れ
た
齋

藤
倭わ

す
け助（
一
七
九
〇
〜
一
八
五
二
）に
よ
っ

て
開
か
れ
た
寺
で
す
。
増
加
す
る
新
田
入

植
者
の
た
め
、
倭
助
は
領
主
か
ら
与
え
ら

れ
た
田
畑
に
御
堂
を
建
立
し
、
自
ら
僧
と

な
っ
て
寂じ

ゃ
く
し
ょ
う照と
名
乗
り
ま
し
た
。
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）、
東
本
願
寺
本
山
に
お

願
い
し
、
寂
照
山
平
等
寺
と
い
う
寺
に
な

り
ま
し
た
。

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
倭
助
最
晩

年
に
記
し
た
「
平
等
寺
由ゆ

い
し
ょ緒
」
に
は
、
前

浜
の
開
発
・
農
地
造
成
工
事
に
伴
っ
て
、

魚
・
鼈

す
っ
ぽ
ん・
蟹か

に

・
蛤

は
ま
ぐ
り、
そ
の
他
種
々
の
魚
類

の
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
命
を
奪
っ

た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
、
下
さ
れ
る
罰
も

恐
ろ
し
い
と
い
う
趣
旨
の
文
言
が
あ
り
ま

す
。

（
原
文
）「
海
面
開
発
ニ
付
　
魚
鼈
蟹
蛤
其

外
種
々
之
魚
類
数
億
無
量
之
命
を
為
捨
候

事
　
天
命
之
程
恐
入
」

　
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）、
遊ゆ

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

行
上
人

が
巡
行
の
た
め
称
名
寺
に
滞
在
し
た
折
に
、

倭
助
は
魚
類
追
善
を
依
頼
し
て
供
養
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
人
間
が
生
き
る
た
め
に
獲
っ
た
魚
な
ど

の
供
養
塔
を
建
て
る
こ
と
は
古
代
か
ら
あ

り
、
江
戸
時
代
以
後
は
建
立
年
代
の
わ
か

る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
農
事
の
た
め

に
犠
牲
と
な
っ
た
虫
を
供
養
す
る
行
事
は

全
国
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
田

開
発
に
よ
る
犠
牲
を
弔
う
も
の
は
あ
ま
り

聞
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
農
民
を
助
け
る
た

め
で
は
あ
っ
て
も
、
海
浜
の
生
物
の
生
息

場
所
を
奪
い
、
犠
牲
に
し
た
こ
と
に
倭
助

は
心
を
痛
め
深
く
悩
ん
だ
の
で
す
。

　
左
は
、
称
名
寺
二
十
八
世
聲せ

い
あ阿
が
上
京

し
て
平
等
寺
の
由
緒
を
碑
文
に
す
る
こ
と

を
依
頼
し
た
と
す
る
文
書
の
一
部
で
す
。

前
浜
新
田
の
計
画
か
ら
完
成
ま
で
の
苦
難

や
寺
建
立
へ
の
倭
助
の
願
い
と
成
就
の
運

び
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
傍
線
部
に
は
、
生
物
を
殺
し
て
利
を
得

る
の
は
仏
の
戒
め
を
破
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
た
め
安
心
の
境
地
に
至
れ
な
い
。
新

田
に
寺
を
置
き
、
全
て
の
生
物
が
平
等
に

成
仏
す
る
こ
と
を
願
い
、
領
主
（
水
野
忠た

だ

成あ
き
ら）
の
許
し
に
よ
り
廃
寺
を
前
浜
に
移
し

寺
を
建
立
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

№
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碧
南
の
寺
を
巡
る
（
１
）

～
新
田
開
発
の
犠
牲
を
供
養
す
る
～

碧
南
の
歴
史
へ
の
い
ざ
な
い
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文化財は、長い年月の間に残された先人たちの遺産です。そこで、市内にある文化財のうち重要なものを指定し、
保存・活用を図っています。このたび新しく3件を指定し、市指定文化財は計53件になりました。
有形文化財　
松平広忠判物 　　　　　　　　　　　　　　
天文12年（1543） 
紙本墨書
23.6×39.0cm　
個人所有

有形文化財　
大浜西浜図
江戸時代・文化年中（1804-18）
紙本着色　32.2×1,060cm

徳川家康の父である岡崎城主松平広忠が、天文12年
（1543）に、当時の大浜の熊野下之宮神主である長
田甚助に発給した判物で広忠直書の原本です。

大浜西岸に続く文政期以前の砂浜（傘松から松江付近）の春を、海から描いたものです。真野桃蹊という文人画家が
江戸時代、文化年中（1804～18年）に描いたとみられます。右は堀川河口、左は新川河口の部分になります。本巻
は瓦屋根の町並、瓦造りの窯や地曳網の生業、浜辺に敷いた蓙の上に集う人々、天秤棒で物を運ぶ人など、人々の暮
らしぶりが生き生きと描かれています。当該地域では類例のない地域を描いた風俗図であり、極めて貴重です。

有形文化財　
松平元康判物
永禄2年（1559）
紙本墨書
29.0×43.0cm
個人所有

松平元康（のちの徳川家康）が、永禄2年（1559）に
当時の大浜の熊野上之宮・熊野下之宮の各神主と推定
される長田喜八郎・同与助に発給した判物で、元康直
書の原本です。

新指定文化財を紹介しますお知らせ
news
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